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廃棄物や自然エネルギー、バイオマスを含
む地域の未利用資源の持つ大きな可能性
を現実のものにしていくには？

PEGASUSとは
http://www.pegasus-web.org

・地域や現場の実情に即した形で大胆な横
断的シナリオを立てる

・そのためには、行政組織、既存の技術シ
ステム、制度・法体系の壁を超え、制度
的改革等の構想も必要に応じて進める

そのような構想力を開放する知的プラットフォーム



PEGASUSの機能

廃棄物など、比較的大規模
に集積される資源の利活用
を自由に検討することか可能

分散的に存在する地域のエネル
ギー資源を発見しながら、地域
エネルギーの地産・地消を検討

することが可能



□ユーザー自ら様々な技術を
PEGASUS上に搭載でき、自由にシ
ミュレーションできるものに

□新規の技術を搭載できるだけでな
く、既存技術の組み合わせも検討
できるなど、専門家から実務者ま
で幅広く活用できるものに

新技術搭載機能が目指すもの



・PEGASUSの基本計算モデルを理解しても
らい、新技術搭載に必要な情報を入力し
てもらえる仕組みをつくる

・PEGASUSユーザー（メーカー、発明家
等）が開発・考案した新技術（新たな組
み合わせも含む）について、シミュレー
ションサイトに呼び出し、自己チェック
ができる

・PEGASUSに既に搭載されている計算モデ
ルをベースにすることができる

設計の工夫



PEGASUSの変換技術の考え方

未利用資源を有効に活用するための変換技術について、
一連の変換機能を有する「施設」をその機能実現のた
めに必要な「設備」の集合体として定義している。



PEGASUSの基本計算モデル

F out = f ( F in ，U in )
U in = g ( F in )

F in : 設備の入力
F out：設備の出力
U in：設備の消費ﾕｰﾃｨﾘﾃｨ
f : 設備の変換特性
g ：ﾕｰﾃｨﾘﾃｨ使用特性

設備の出入力については、以下の原単位モデルで定義している。

※変換特性ｆ、gについて

・係数によるもの（STEP1）と計算式によるもの（STEP2）に分類して作成する。

・「定常状態での平均的な値」として定義する。



新技術搭載の例

バイオガス化施設における発電設備に

「自動車エンジン発電」を組み込んでみる

※ここで用いる計算モデルは、東京大学工学部金子研究室（金子成彦教授）
により開発されたものである。



既存のバイオマスガス化施設フローに、既存施設である
「自動車エンジン発電」を組み込む

搭載する施設の設備構成の定義



入出力物質に応じて、変換特性ｆ、ユーティリティ消費特性ｇ（STEP3）
に用いる定数について、「名称」「数値」「単位」の設定を行う

STEP1. 変換特性の設定（１）定数の設定



STEP２.変換特性の設定（２）：変数の設定

変換特性 ｆ、ユーティリティ消費特性ｇ（STEP３）に用いる変数につい
て必要に応じて数式を定義する

※F[ ]は入力物質のプロパティを示しており、815は「バイオガス」を意味してい
る。このような入力物質や各STEPで定義したパラメータのプロパティを引用
する機能（破線部分）も搭載している。（STEP3、4も同様）



STEP３.ユーティリティ消費特性ｇの定義

この設備で消費するユーティリティの種類を選択し、その消費特性ｇを
定義する。

※ここでは特に定義するものがないため、空欄となっている。



入力・出力のプロパティ値およびSTEP１、２で設定した定数および
変数により、出力 Fout の各パラメータについて変換特性 ｆ を
定義する。

STEP４.変換特性ｆの定義

※各出力の標準的な適用範囲についても登録することを可能とした。

→ここに登録すると、チェック機能に反映される。



施設計算結果の妥当性チェック

ユーザーが提案する技術内容の登録が済んだら、その計算結
果の妥当性がチェックできる



妥当性チェックの詳細レポートは、エクセルシートとしてダウ
ンロードできる。

マテリアル・エネルギーバランスチェックシート



□縦割り行政システムによる弊害

□専門家、行政、地域住民の間での情報・知識
の偏りから、議論の場も分断されている

新技術搭載テンプレートの意義

ＰＥＧＡＳＵＳ

縦割りのシステムを超え、これまでの常識にとら
われない横断的アプローチを可能とするため
のアイデアを共有する「場」の提供



比較的安価な既存技術の適用や、地域の事情に即し
た「技術」の提案やその妥当性のチェックが行える

新技術搭載機能の可能性

□今後の地域の新たな産業イノベーションの足がかりと
なる可能性

□その技術を申請し、検証するしくみを整えれば、メー
カーの新技術を宣伝、またユーザーがそれを
PEGASUS上で検討することも可能となる。



□ 実際の利用によるフィードバック

□ サポート機能の充実

□ 新技術検証体制の整備

地域に「適正な」技術提案のサポートツールへ！

今後の課題

Please visit
http://www.pegasus-web.org
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